レオナール・フジタ（藤田嗣治）展
　「藤田嗣治」（1886〜1968）は、1920年代にフランスを魅了した日本人画家で、「レオナール」という名は、ルネサンスの巨匠「レオナルド・ダ・ヴィンチ」のフランス語名にあやかって命名された洗礼名である。画伯は、裸婦、自画像の他“猫”を主題とした作品で最も人気のあるエコール・ド・パリの画家で、主に“子供をテーマ”として数多くの作品を描いていた。
　今回の「Bunkamura ザ・ミュージアム」での展覧会（2013.8.10〜10.14）は、
フジタ作品の国内最大のコレクションを有する「箱根・千石原・ポーラ美術館」が収蔵する作品の展示が主である。他に、国内の美術館、個人の油彩画や素描に、フランスの「アトリエ・フジタ」に保管されている建築模型、写真家「土門拳」「阿部徹雄」の写真など総数およそ200点を通してフジタの人物像と多様な創作活動に焦点を当てるものである。
　画伯は、独特な“素晴らしき乳白色”を誕生させたことで名高く、子供たちをテーマにしたタイル画の連作＜小さな職人たち＞などでも有名である。
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